
PCR検査最前線
BIKEN財団では、2020年4月からPCR検査受託を行っています。

検査のエキスパートによる徹底した指導監督と登録衛生検査所の厳格な精度管理基準のもと、
細心の注意を払って検査を行っています。
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検体は安全キャビネット内で開封、
ウイルスの殻をこわし遺伝子を抽出


